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＜地域との協働＞
　　　　　　　　　　　　　　　　　○宍道湖では、過去に浅場造成を実施した箇所
　　　　　　　　　　　　　　　　　において、住民・民間・行政が連携して子供たち
　　　　　　　　　　　　　　　　　を中心に竹ポットによるヨシ植栽活動を実施。
　　　　　　　　　　　　　　　　　○良好な水環境が確保されたことで、水辺の賑わ
　　　　　　　　　　　　　　　　　いを創出するイベントや遊覧船を利用した観光も
　　　　　　　　　　　　　　　　　促進されており、宍道湖周辺の観光客数も増加。
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多自然川づくり取り組み事例

＜背景＞
　中海・宍道湖では、水質観測を昭和48年から行っているが、
基準を満たしていない状況が続いている。
　その原因として、流入負荷が増加したこと、及び埋立・干拓
等により自然湖岸や浅場・藻場が減少し、湖の自然浄化機
能が低下したことが考えられる。
　それ故、国は浅場整備、覆砂により、生物の良好な生育・
生息環境の保全・復元を図っているところである。
＜目標＞
　宍道湖では浅場整備、中海では浅場整備・覆砂を実施する。
　人工化された湖岸前面の沿岸部に浅場を整備し、波浪による巻き上がりを防ぎ、透明度の向上を図るとともに、
生
物の生息環境を再生し 湖の自然浄化機能の回復を図る

・当初計画実施後の事後モニタリングにより、整備箇所内の基盤が
　安定していないことが判明
　⇒①漂砂防止構造物（木杭など）の設置による底質の安定化
　　 ②消波構造物などの設置による波浪抑制

・高波浪時は突堤を越える漂砂が発生
・消波工等の背後で流れが停滞し、寄り藻や泥質が堆積
　⇒消波工、木杭等を設置する構造の見直し
　   漂砂箇所のモニタリングも実施
　⇒新たに形成された箇所も、水環境改善効果等が期待される
　⇒H27沿岸環境検討会において、漂砂を許容した構造物に頼ら
　　ない浅場造成への発想の転換

＜整備効果＞
○浅場整備により、波浪が抑制。また、沿岸域の透明度が
   向上していることも確認された。
○浅場整備により、水際環境が改善され、湖岸の自浄効果
   や景観改善、また、ヤマトシジミ、鳥類等生物の生息状況
　 改善効果が確認された。
○覆砂により、底質環境が改善
   され、栄養塩の溶出抑制効果
   が確認された。
＜今後の対応＞
○引き続き適合的管理により構造
   の改善を加えつつ整備を進め、
   湖の自然浄化機能の向上を図る。

配慮事項（主な）：

目 標 設 定 ：
事 業 ：

水 系 / 河 川 名 ：
タ イ ト ル ：

水環境改善、水際域の保全・再生・創出、自然河岸、河畔林の保全・再生・創出
置土（土砂投入）
河川景観への配慮、施工管理、委員会、協議会等の開催

15年目を迎えた中海・宍道湖の浅場整備 ～適合的管理の成果～
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